
ロチチコグサが急激に増え、今では勢力が逆転

したように感じられます。帰化植物の世界でも

栄枯盛衰があるのです。一方、在来種のチチコ

グサはすっかり少なくなってしまいました。

帰化植物が日本に入ってきたルートにはいろ

いろなものがあります。羊毛や穀物などに混ざ

って種子が入り込んだ密航型のものはその代表

です。近年では、花壇に栽培されたものが逃げ

出して野生化するケースが目立っています。川

原などで、コスモスやトレニア(ハナウリクサ)

などを見かけるのは、そうした起源のものです。

帰化植物は在来の植物に悪影響を及ぼすこと

もあり、またもともとの景観を変えてしまうよ

うなこともある問題児ですが、都市化に抗して

勢力を伸ばしている興味深い植物でもありま

す。関心を持ち、その動向に気をつけていく必

要があるでしょう。

寄贈品コーナー

新顔の帰化植物

（２０００年２月１６日～３月３０日）

道ばたでよく見かける植物なのに、図鑑

で調べても名前が分からない。そんな経験

をお持ちの方も多いのではないでしょう

か。多くの場合、そうした種類は外国から

入ってきて野生化した帰化植物、それもま

だ図鑑で紹介されていない新顔の帰化植物

であることが多いのです。今月の寄贈品コ

ーナーでは、そうした種類を中心に、最近

増えている帰化植物の代表的なものを紹介

します。

図に示したものは、ミチタネツケバナと

いう種類で、数年前に存在が気づかれたも

のですが、いつの間にか増えており、平塚

でも市街地の路傍のあちこちで記録されて

います。水田などに生えるタネツケバナと

そっくりですが、花の時期にも根元に四方

に広がるロゼットと呼ばれる葉を持ってい

るのが特徴です。また、細かい点では、種

子をルーペで見ると、その縁に白っぽい翼

があることも見分けに役立ちます。別の帰

化植物にコタネツケバナというのがあり、

これもミチタネツケバナによく似ています

が、茎や葉に毛が生えている点で見分けら

れます。ミチタネツケバナもコタネツケバ

ナも原産地はヨーロッパだそうです。

また、特に近年増えてきた種類としては

ウラジロチチコグサをあげることができま

す。チチコグサの仲間には帰化植物が多く、

平塚でもチチコグサモドキ・タチチチコグ

サ・ウスベニチチコグサが記録されていま

す。ウラジロチチコグサは、これらの種と

は、葉の裏が白く、深緑の表面とはっきり

したコントラストがあることで見分けられ

ます。一昔前にはチチコグサモドキが多か

ったのですが、ここ十年ほどの間にウラジ
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